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A. 研究目的 
2021 年 3 月に HIV スクリーニング検査の結
果告知方法について変更の通知が出され、ス
クリーニング検査の結果告知を外部委託する
ことができるようになった。コロナ禍で激減
した保健所での HIV検査は 70208件と回復傾
向にある（2023 年エイズ動向委員会調べ）。
2023年の名古屋医療センターにおける新規未
治療患者のうち AIDS 発症例は 29.6%であり、
全国平均（30.3%）と同等であった。しかし諸
外国と比較しても依然として日本で AIDS 発
症で診断される割合は高い。 
先行研究ではクラスタに属さない HIV陽性者
層が 52%いることが明らかになっている。こ
れらの層はクラスタに所属する層よりも従来
の啓発が届きにくく、結果として検査へのア

クセスが遅くなり診断への遅れにつながる可
能性が危惧される。 
以上より、今後公衆衛生学的な緊急事態が発
生しても HIV 検査提供が維持でき、従来の個
別施策層のみならず多くの受検者にアクセス
しやすい多彩な HIV検査体制の構築と評価が
求められている。 
＜本研究の目的＞ 
本研究は現行の HIV検査体制に加えて様々な
異なる形態の HIV 検査を実践し、より受検者
にとっても医療従事者にとっても受検/施行
可能な検査の導入を進めるための基礎資料
（マニュアル）を作成することを目的とする。 
 
B. 研究方法 
研究対象地域は本研究の取り組みの結果（陽
性受検者の受診）が名古屋医療センターで把
握できる愛知県・名古屋市とする。受検者お
よび検査従事者にアンケート調査を行い、抽
出された問題点を通して、PDCA サイクルを
回し、検査施行マニュアルを作成する。現在
のところまで以下の内容を行った。                  
1)疫学グループ： 2023 年および 24 年 3 月ま
でに名古屋医療センターと名古屋医療センタ
ーに薬剤耐性検査を依頼している東海地方の
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研究要旨 
本研究は、日本における HIV 検査体制の多様化と受検機会の拡大を目的とし、愛知県・
名古屋市を対象に、iTesting などの新しい検査手法の導入と評価を行った。背景には、従
来の検査啓発が届きにくい層や、AIDS 発症時に初診断される割合の高さがある。研究で
は、疫学・アウトリーチ・検査診療の 3グループが連携し、分子疫学的手法により地域伝
播クラスタ（dTC）を特定、特に B-TC3、B-TC63、B-TC98 などの動向を明らかにした。
また、iTestingの検査会で 1059 人が受検し、HIV 陽性率は 0.57～0.69％、梅毒など他の
性感染症の陽性率も示された。アンケート解析では、GBM 層にはアプリ広告、non-GBM
層には行政サイトや公共広告が有効であるとされた。多言語対応、動画制作、SNS による
広報も展開され、性感染症のスティグマに配慮した資材配布法も模索された。成果はウェ
ブサイトにマニュアルとして公開され、今後の検査体制整備の基礎となることが期待され
る。 



医療機関に来院した患者の pol 領域
(HXB2:2253-3260)の遺伝子配列を、「国内伝播
クラスタの検索プログラム（SPHNCS）」でdTC
（国内伝播クラスタ）同定を行い、動向が注
目される dTCについて伝播ネットワーク形状
等からその性状の詳細分析、時間系統樹の推
定と臨床へのデータ還元を行った。 
2)アウトリーチグループ：（アンケート解析）
2022 年から 2023 年にかけて実施した受検者
質問紙データについて、全 6 回のリピーター
を除く初受検者 640 名に限定した解析を進め
た。セクシャリティ（ゲイバイセクシュアル
男性：GBM、異性愛男性：non-GBM）、これま
での HIV 検査経験別に解析を行った。 
（多言語対応）HIV 検査の重要性を説明した
啓発資材の作成および設置、検査の広報（SNS
での発信・動画配信・多言語対応）、検査を評
価するためのアンケートの作成（多言語対
応）・解析、各コミュニティでの啓発活動、や
さしいにほんご版 iTesting ウェブサイトの作
成を行った。作成した啓発動画にアクセスを
促すための多言語ポスターや検査会の多言語
チラシも作成した。 
3)検査・診療グループ：総合大雄会病院（愛知
県一宮市） 産婦人科、愛知医科大学病院（愛
知県長久手市）産婦人科、きそがわ不破クリ
ニック（愛知県一宮市 婦人科クリニック）に
対して、iTesting@Clinic の運用に関してクリ
ニックにおけるスタッフ業務、クリニックで
の導線に関する改定案についてアンケート調
査を行った。加えて、検査待ち時間に放映す
るホワイトボードアニメーションの制作・監
修を行った。 
（倫理面への配慮） 
検査は予約からすべて匿名検査で行っている。
またアンケート調査も匿名検査で行い、名古
屋市立大学の倫理審査を受審の上実施した。 
C. 研究結果 
＜分子疫学調査：椎野＞ pol 領域の配列情報
から判定できた 2023 年の新規感染者は、日本
全体ではサブタイプ B の dTC 所属例が 66％
に対して CRF01_AE の dTC所属例は 6％にと
どまり、昨年より CRF01_AE の dTC 所属例の

検出が減った。dTC に属さない HIV 陽性者層
（孤立例：singletons）は、東海地方のサブタ
イプ B において 25％程度を維持しており、比
較的低かった。一方、東海地方で報告された
dTC 所属例は、九州地方と関連したアウトブ
レイク例を含む B-TC2、「東海バルジ」と呼ば
れるサブクラスタでの報告が増加しているB-
TC3、近年に名古屋を中心に浜松を含んだバ
ースト伝播が起きた可能性が示唆される B-
TC63、コロナ禍以前に伝播していた複数の系
統の再燃が懸念される B-TC98 の検出が増え
ていた。B-TC3 では、別のサブクラスタで浜
松からの新規報告が相次いでいることも懸念
された。 
＜検査の実施：金子・今橋＞iTesting＠Nagoya
は名古屋市と協力し、令和 6年度は 6/30・12/8・
R7/2/2 の計 3 回行い、合計 1059 人の受検があ
った。3回合計の各検査陽性率はHIVは 0.57%、
TP抗体は9.9%、RPRは4.2%、HBs抗原は0%、
HCV 抗体は 0.57%であった。陽性未確認率は
各回とも 0%であった。完全予約制の検査では
あるが、当日キャンセル率が 6/30・12/8・R7/2/2
と 8%・13.2%・14%であった。 
iTesting@Aichi&NMC は愛知県と協力し、2024
年 1 月～12 月で 691 件の検査を行った。各検
査陽性率は HIV は 0.69%、RPR は 2.9%、TP
抗体は 6.1%であった。検査結果を確認してい
ないのは 1 名であった。陽性未確認率は 0%で
あった。 
＜アンケート解析：金子＞GBM の方が Non-
GBM より外国籍の割合が高く(7.5% vs 2.8%)、
県外居住者割合が高く(20.2% vs 6.8%)、これま
での HIV 検査の受検割合が高かった（73.1％ 
vs 40.9％）。両群とも、HIV 検査を受けたこと
がない者の方が年齢が低かった。GBM 群では、
出会い系アプリ広告により検査会を知った者
が最も多く、Non-GBM 群では、名古屋市ウェ
ブサイトが最も多く、市営地下鉄広告が続い
た。今後希望する HIV 検査については、GBM
群、Non-GBM 群ともに、土曜日に行われる病
院・クリニック検査の希望割合が最も多かっ
た。 
＜アウトリーチ活動：吉田＞iTesting@Nagoya



のウェブページにつながる広報カードを愛知
県内の自治体や国際交流協会、大学、日本語
学校に日本語と上記７言語で配布し、啓発活
動を展開することができた。 
＜動画監修：野口＞iTesting ではクラミジア・
淋病の検査は行っていないが、受検者のニー
ズがあることから、梅毒に関する動画に加え
てクラミジア・淋病の動画を制作・監修した。
現在１つの検査会場で放映されている。 
＜HP におけるマニュアル公開：班員全員＞ 
https://doitesting.info/ にそれぞれの班員が行
ってきた研究成果を掲載した。本サイトは「検
査を行いたい」人を対象にし、項目としては
検査イベントとして行う場合、院内検査とし
て行う場合、多言語化でのアウトリーチを行
う場合、検査事業を評価する場合に分けた。 
 
D. 考察 
ウイルス遺伝子解析による伝播状況の把握は、
感染症の地域アウトブレイクや未検出例を多
く含む可能性がある報告例を迅速に判別する
手法として、有用である。過去３年、新型コロ
ナウイルスのパンデミックの影響で検査数自
体が減少し、東海地方からの報告数も例年の
2/3 に減少しているなか、検査が行き届かない
感染者の層が新たな地域アウトブレイクを引
き起こす懸念が増大している。浜松における
伝播の拡大の把握や、B-TC76 に見られるよう
な外国人・女性主体のクラスタの発生を検出
できていることは、や SPHNCS による詳細な
伝播クラスタモニタリングが、リスク集団の
背景や検査動機の変化をいち早く検出して検
査現場に還元できる可能性を示している。 
受検者アンケートの解析から、男性に限定す
ると、HIV 検査を受けたことがない者を対象
とするには、若者に届くように働きかけるこ
と、またセクシャリティ別の特性を考慮に入
れ、GBM 対象には、アプリを活用し、non-GBM
に対してはHIVについての行政のポータルサ
イトを活用するなど、セクシャリティ別に訴
求力が高い検査広報手段を活用する必要があ
る。各回の各種検査項目の陽性割合、受検者
層、広告にかかるコストも勘案しながら、広

報戦略を立てる必要がある。 
多言語コミュニティへのアウトリーチに取り
組む際、翻訳は最初の一歩にすぎず、翻訳さ
れた情報をコミュニティの成員にいかに届け
るかが問題になる。性感染症というテーマの
ため、作成した広報資材（多言語カードやチ
ラシ）を配布する際も、個人が自由に人の目
を気にせずに持ち帰ることができる場所に置
くことや、ＳＮＳなどの媒体の活用が有効で
あることも確認がとれた。 
動画制作においては、他の検査会場でも放映
できるように内容を一般化する必要があった。
加えて、よく質問される事項を動画内に盛り
込むことで、受検者の不安を軽減する一助と
なる可能性がある。 
制作した HP はできるだけサイト更新を研究
者自ら行うことができるように設計した。今
後も検査を通じて改善点が見つかった際には
HP でも更新していく予定である。 
 
E. 結論 
2023年に東海地方の医療機関に来院した新規
HIV感染者から pol領域の塩基配列を採取し、
SPHNCS を使って dTC の同定を行った。東海
地方では、B-TC2, B-TC3, B-TC63, B-TC76, B-
TC98 に所属する例の報告が注目された。B-
TC98 はコロナ禍以前に東海地方で伝播をし
ていた系統が、2022 年以降に多数検出された
dTC があり、一部のリスク集団における検査
の遅れが示唆された。一方で、東海地方では
孤立例の検出も他地方に比べて少なく、検査
体制の努力による多様な集団への検査動機の
喚起がある程度できている可能性が示唆され
た。 
過去 3 年分に集積した質問紙データから、生
涯初の HIV検査経験者の特性や検査会を知っ
た広報、MSM、non-MSM の受検者の背景比較
を行った。また最終年度は、一定の質問項目
を必須とすることで本事業の評価資料の収集
が可能となった。 
本年度は iTesting のホームページ（検査申し
込み）の多言語化をより推進すると同時に、
多言語広報カードの配布、ＳＮＳを通じた多
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言語啓発動画の広報、検査会の多言語広報を
行った。このアウトリーチのノウハウを継承
していけるようにホームページに公開する準
備に取り組んでいる。 
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